
















The Subject of the Regional Change and Elderly Welfare 
in the Chinese Society：
By the Survey that the Real Quality of Life with the Elderly who Lived 
in the Northeast Rural Area
Rongzhi HAN
（Dept. of Social Work, Faculty of Human and Social Studies,
Nagasaki International University）
Summary
This research is based on the study that the problem of aged-care at home in Chinese patriar-
chal society.　By the investigation that the real quality of life with the elderly who lived in the 
northeast rural area, research clear the purposes followed.　①What are the welfare demand with 
the change of the rural area ?　②Which aged-care services are necessary to make a relieved secu-
rity health safeguard for the elderly ?　③Exploring the key to make the principles and policies in 
the different rural area with different feature.
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ADL について、４　 段階の自己評価（１. できる 



















認識度について、５　 段階回答（１. そうである 
























































































































































































































































































































































61 45 12 100
63 47 11 98
91 39 5 83
①63 ②36 ③15 ④104
そうである ややそうと思う そうと思わない わからない 
（①は訪問型養老サービスの回答人数　②通所養老サービスの回答人数　③短期入所老人ホームの回答人数
④長期入所老人ホームの回答人数）
図６　養老サービスに対する認識度及び福祉サービスの利用希望
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ては殆ど認知度が低い。なお、多くの高齢者は
「知っているが利用しない」ということが分っ
た。
１０．養老サービスの発展状況及び在宅養老制
度の認識
養老サービスの発展状況に対する認識につい
て図７で示した。４段階に分けて評価した結
果、「わからない」という回答が一番目立ってい
る。一方、「そうである」と「ややそうと思う」
の高齢者は５０％を占めており、半分以上の高齢
者は養老サービスの発展を期待していると言え
よう。
また、在宅養老制度に対する認知度につい
て、「知らない」の高齢者は７０.３％を占めた。
「知っている」と答えた高齢者の情報源として、
テレビ（１７％）、新聞（４.９％）、家族及び友人
（２.２％）、街道及び居民委員会（３.６％）などか
らであった。
１１．養老支援サービスへの希望
養老支援サービスへの希望について図８で示
した通りである。まず、第一要望として、最も
高い割合を占めている項目とは、「政府が具体
的な実施計画を立案しなければならない」（８６
人）であった。その次は「養老サービスの補助
金の実施を早急にしていく」（５６人）となった。
また、第二要望については、高い割合順から
いくと、「政府が既存の政策制度の実施を確保
しなければならない」（５６人）、「サービスの内容
を高齢者のニーズに応じて拡充していく」（３３
人）という結果となった。
中国社会における地域の変容と高齢者福祉の課題―東北地方の農村高齢者の生活実態調査を通して―
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　（①養老介護サービスの第一要望の回答人数　②養老介護サービスの第二要望の回答人数）
図８　養老介護サービスへの希望
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Ⅳ．考　察
１．農村地域の変容が高齢者の養老生活にも
たらした福祉ニーズについて
基本属性及び家族構成と経済状況の分析か
ら、農村地域の変容における高齢者の日常生活
実態を通して、中国東北地方の高齢者の在宅生
活の特徴、経済の格差によってもたらされた福
祉ニーズの多様化、複雑化、深刻さが浮き彫り
になってきた。まず、その特徴としては、今ま
での東南地方の高齢者生活の調査結果と比べて
みると幾つかの相違点が存在している。それ
は、現在の中国では、農村高齢者の養老方式は
依然として家庭養老を主とする様式である。但
し、従来と異なるところといえば、子供が家族
内で両親を扶養するという仕組みが農村地域の
少子・高齢化の進展によって大きく崩れてきた。
特に、調査の結果（表２）から見て分かるよう
に、１人暮らし高齢者と老夫婦のみの高齢者世
帯を足してなんと８割以上に達しており、しか
もそのうちさらに５割以上の高齢者が将来子供
も含めて誰とも同居する予定がないのだ。この
割合は筆者が２００６年に東南地域で行った調査結
果（４割）と比較してみると遥かに高いことが
判明した（その当時４割という数字は全国的に
も高い水準を占めていた）。今のような状況下
では、仮に何らかの経済的な支援があっても、
身の回りの世話など日常的な生活（介護）支援
は誰が担うのか、また、高齢者は子供と同居の
希望があったとしても実際に実現可能なのかと
非常に大きな課題を抱えている。
そして、１０年以上も１人で暮らしている高齢
者が数多くいる中で、家族との連絡を取ってい
ない若しくは頻繁にとっていない高齢者はなん
と１割を超えている。これは、従来の中国の農
村地域では考えられないことであり、そのうち
日本のような高齢者の引きこもりや孤独死が増
えてくるであろう。
さらに、高齢者の経済状況から見てみれば、
生活の厳しさが一目瞭然だ。農村高齢者の主な
収入源は１割の年金有給者を除くと殆どが労働
収入を主とする。しかし、調査結果からわかる
ように、労働で収入が得られたのは僅か２割
ちょっとの高齢者であり、労働力を持たない高
齢者は家族からの扶養以外は収入がなく、日常
的生計はなんとかやりくりできても、いざ病気
になったり、または要介護状態になったりした
ら、果して幸せな老後生活を送ることができる
のか、むしろ命の保障さえもが危うくなるであ
ろう。
２．高齢者が安心、安全かつ健康な在宅生活
を営むことができるための養老介護サービ
スの必要性について
高齢者の健康自覚症状と ADL 状況、並びに
養老サービスへの認知度と利用希望の分析か
ら、年齢層別及び男女別に対してその実態が明
らかにされたことによって、高齢者の誰もが在
宅生活を望んでおり、何らかの地域支援を受け
ながら老後の生活を安心、安全かつ健康的に過
ごしていきたいということである。しかしなが
ら、調査の結果から全体像として、加齢に伴う
身体の病気や地域生活環境の変化からなる生活
の不便と精神上の苦痛が生じてくる。また、大
多数の高齢者は健康に在宅生活を過ごしている
が、２　 割ぐらいの高齢者は「元気でない」、また、
４　 割の高齢者が「健康診断を受けていない」と
いったような厳しい現実がある。特に加齢につ
れ、ADL の低下などにより身体的援助や家事
など生活支援を求める高齢者が確実に増え、誰
かの手を借りながら日々の生活を送っていくわ
けである。従来は家族が全てを担ってきたが、
少子・高齢化の進展により家族の介護能力が脆
弱化し、家族を中心とする高齢者の扶養という
仕組みが崩壊した。それらの機能を補うため
に、社会的介護の仕組みが求められ、高齢者へ
の介護サービスの重要性が再認識されることと
なった。
また、これから元気で自立した在宅生活を可
能な限り持続していくことは高齢者自身のメイ
ンテーマでもあるのだ。従来の家族養老といっ
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た考え方を意識して変えていかなければならな
いことだと思われる。しかし、調査分析からわ
かるように、８　 割の高齢者が将来最も望む介護
者は身内の家族だとしている。そして、福祉
サービスへの認知度が低いことによって、養老
サービスの利用希望もあまり多くないようだ。
このような状況下で、これからの高齢者の自立
生活を支えていくためには、予防（介護）も含
めた在宅養老サービスの提供が欠かせないこと
であろう。
３．異なる農村地域の特徴を生かした高齢者
福祉のあり方について
人口・面積ともに広大な中国で、農村地域の
高齢者問題を解決するには、その地域の文化や
習慣、それから地域性による人間関係、人々の
付き合い方等といった考慮が欠かせないと考え
られる。また、高齢者の在宅養老は単に家族に
任せきりでもないし、国や行政に全て委ねるこ
とでもない。これからの高齢者福祉の在り方は
異なる農村地域の特性を生かした考え方が重要
となる。それはまとめて以下のように思われ
る。①喫緊的な課題として法的な整備に取り組
んでいくことである。例えば日本のような介護
保険法の制定や国民健康保険制度の導入など社
会保障制度、社会福祉サービスを充実させてい
かなければならない。なぜならば、近年の急激
は経済発展により地域の格差が拡大してきた。
地域の格差から福祉の格差にならないように、
人々間の支えあいは勿論のこと、町と町間の経
済交流、助け合い活動の展開、さらに大都市と
農村の相互扶助といった考え方も大切だと思わ
れる。②家族の介護能力を補うために、地域資
源の開発、特にインフォーマルサービスの開発
や拡充が必要となる。中国は人が溢れているの
で、人々の福祉に対する意識さえ変われば多大
な力となる。そのために、地域社会に活躍でき
る専門的なソーシャルワーカーの養成など、よ
り多くの福祉専門職者を確保していくことが非
常に重要である。③農村の地方自治体の役割を
大いに発揮していかなければならない。これは
特に中国にとって重要な課題としている。安心
して住み慣れた町に住み続けていくためには、
より良い街づくりが農民（高齢者）にとっては
何よりも大事なことである。それには、やはり
地方行政と協働した住民の積極的参加に向け
て、高齢者の在宅養老生活を支える各団体間に
よるネットワークづくりが求められるのであ
る。
ま　と　め
以上の調査結果分析を通して、中国社会にお
ける地域の変容が高齢者の養老生活にもたらし
た福祉ニーズの把握の重要性と、高齢者が安
心、安全かつ健康に在宅生活を営んでいくため
の、ソーシャルワークの視点による養老介護
サービス提供の必要性とを再確認することがで
きた。また、今回の東北農村地域の高齢者を対
象とした生活実態調査はサンブルが少ないもの
の、今までこのような農村調査は前例がなく貴
重な基礎データとしても大変意義深い研究だと
も言える。勿論、調査に当ってまだ至らないと
ころもたくさんある。例えば、調査地域の選定
や調査対象の選択、またはサンプル数の足りな
さなど、それらを今後の課題として取り組んで
参りたい。
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